
◆参加者　のべ 269 人　◆署名 27 筆
◆折り鶴 1,000 羽以上　◆ペナント 71 本
◆募金 22,672 円　◆自治体募金 8,000 円

①名古屋市役所前→枇杷島公園→清須市役所
　→清洲ふるさとのやかた前→清須春日支所
　→北名古屋市永遠の塔→西春駅西公園
②大治公民館→花常伊勢田信号→甚目寺観音前
　→甚目寺駅前広場
③名古屋市へ要請　④愛知県へ要請
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●名古屋市役所出発集会
名古屋市職労の長谷川さんは、青い空はの歌を紹介

し、子どもらに核兵器のない世界を引き継ぎたいとあ
いさつ。自治労連の林委員長は、自治体に対し、政府
への兵器禁止条約批准を求めるとともに、平和行政を
求めようと呼びかける、それが社会を変える大きな力
になると行進団を激励しました。
西区内のコースは、新たなコース設定で美濃路を通

ります。沿道から多くの激励をもらいました。

尾張方面の行進スタート 清須・北名古屋と非核銀座ここにあり
各地でガザ・ウクライナそして日本の平和を求める声相次ぐ

●清須市歓迎集会
清須市では、永田市長があいさつ。戦争体験者が少なくなり活動に困難かあ

ると思いますが頑張ってほしいと激励するとともに、広島の式典に小学生 24
人を送りだす平和事業について参加者に披露しました。市長、議長揃って行進
に参加。誰もが参加する核兵器廃絶、国民的な大運動であることが体現されま
す。美濃路では、昨年に続き署名とカンパを呼びかけるチラシを事前に配布、
8通のカンパ袋が寄せられ、「頑張ってほしい」とメッセージと募金が次々寄
せられました。

美濃路では沿道から多数の
署名と募金が集まりました。



●名古屋市、愛知県への要請

本日 6/6 のコース

●北名古屋市
北名古屋市での集会は広島の平和公園から彩火した平和

の火が灯される、永遠の塔前で開催。
伊藤副市長からは、平和都市宣言や平和記念式典などの

平和事業を紹介。みなさんの平和活動に敬意を表しますと
激励をいただきました。新婦人の佐藤さんからは、折鶴を
集めた取り組みを紹介しつつ、核使用の危険か高まる中、
自分事として考えることが大切。私たちの代表として頑
張ってほしいと訴えました。

●あま東部
あま東部の出発集会には、19 人が参加。新婦人の甲斐さんは、

ウクライナやガザの紛争で核兵器使用の危険が高まる中で平和行進
の意義を訴えます。静岡、愛知と通し行進をする小林和江さんは、
「核兵器を無くしたい！戦争を無くしたい！との思いで歩き続けて
いく」と思いを語りました。行進団は、2箇所の宣伝をしたのち甚
目寺駅前広場でまとめの集会を行い、清須コースに合流しました。
ペナント 23本、署名 27筆、募金 6,080 円が寄せられました。

あいち平和行進共同連絡会と全国通し行進の大
村さん、国際青年リレーのレリーさん一行が、5
日午後名古屋市と愛知県を表敬訪問しました。名
古屋市では、小池新婦人県副会長が、「懇談の機会は有り難いが、平和の日に向けての市長発言は市民の心
には届いていない。高校生が平和のための集会をやっているおもいをうけとめてください」と挨拶。大村
さんは子どもを亡くして苦しんだおもいから歩いている思いを発言。レリーさんは、「若者を支えて下さい。
帰ってからも平和をつくる活動をしたい」と挨拶しました。
県原水協の大村さんは「来年は被爆 80年なので、県下 222
のすべての高校で原爆パネル展をやりたいと考えている。是
非支援協力をお願いしたい」と発言。市側担当者も「まだ決
まったことはないが、今年度下期には来年度の検討を進める
予算措置はある」と応じていました。愛知県にも、要請・懇
談をしました。
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